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凡   例

遺 構

土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人 日本色

彩研究所色彩票監修の『 新版標準土色帖』 1990を用いて判別 した。

遺 物

1出 土遺物観察表については、以下の とお りである。

(1)器 質は、胎土を 「胎」、焼成を 「焼」、色調 を 「色」 と記載 した。

(2)法 量の単位は、 「cm」 「 g」 で記載 した。

(3)内 面及び外面の色調 は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財

団法人 日本色彩研究所色彩票監修の『 新版標準土色帖』 1990を用いて記

載 した。

2 本書に掲載 した遺物実測図は、原則 として原図 1:1、 縮尺 1:3と した

が、必要に応 じて実寸 もある。

3 土器 の実測方法は、右 1/2に 断面及び内面を、左 1/2に 外面を記録す る

4分割法 を原則 とし、必要 に応 じてその率 を変 えた。 また、黒色処理のある

部分はスク リーン トーンの黒で示 し、赤色塗彩は赤で表示 した。

4 遺物番号は、実測図版番号及び写真図版番号 と一致 している。また、遺物

写真の縮小は任意である。



例  言

1 本書は、長野県上田市における各種開発事業に伴 う、平成 9年度市内遺跡発掘調

査報告書である。

2 調査は、国庫補助事業・県費補助事業として、上田市 (上田市教育委員会事務局

文化課文化財係)が実施 した。

3 現地調査は、上田市教育委員会事務局職員があた り、各調査ごとにその氏名を記

した。

4 現地調査は、主としてバ ックホーによる トレンチ調査で行つた。バックホーの賃

貸借・運転については、和農興 竹内和好が行つた。

5 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管 している。

6 本調査にあたり、開発施工主、担当課に調査実施に係る調整等、格段の御協力を

いただいた。

7 本調査に係る事務局の体制は、以下のとお りである。

教  育  長  我妻 忠夫

教 育 次 長  宮下 明彦

文 化 課 長  川上  元

文 化 財 係 長  岡田 洋一

文 化財 係 職 員  中沢徳士、尾見智志、塩崎幸夫、久保田敦子、久保田 浩、

西澤和浩、清水 彰、小笠原正、望月貴弘、古野明子、

松野ひろみ

8 本書作成に係る作業は、以下のとお り分担 して行つた。

現 地 調 査   中沢、尾見、西澤、清水

遺 物 実 測 等   大井敬子、石合好江

遺 物 写 真   塩崎

本書執筆・編集   中沢、尾見、塩崎、西澤、清水
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は るなや ま こふ ん

榛名山古墳

1調 査 地

2 原   因

3調 査 日

4調 査 方 法

5 調査担当者

上田市大字手塚宇滝沢 420、 421番地

遺跡の確認調査

平成 9年 3月 22日 ～平成 9年 3月 25日

幅約 lmの トレンチを入れる

中沢徳士、尾見智志、久保田 浩、小笠原 正

遺跡の乗境 と経過

大正 13(1924)年 、当時の西塩田村を訪れた鳥居龍三氏 (東京帝国大学教授 )

は、この榛名山を視察 し、古墳の可能性を指摘 した (大正 13年 6月 1日 西塩田時報 5

号)。

その後、古墳か否か不明確なまま経過 していた平成 6年 5月 11日 、地元の手塚自治

会や郷土史研究会から、何 らかの保護処置を講 じ保存 しなければならないため、発掘調

査を実施 して欲 しいとい う要請が上田市教育委員会にあつた。上田市教育委員会では、

古墳を専門とされる長野県文化財保護審議委員会委員の岩崎卓也氏 (東京家政大学教授 )

や、小林秀夫氏 ((財)長野県埋蔵文化財センター部長)の御教示を仰ぎ、1/100の地形

図を作成 した。測量の結果、山は南北 86m、 東西 70m、 高さ17mの精円形を呈し、

古墳に極めて近い形態をしていること、古墳であれば県内でも最大規模の円墳であり、

古墳の可能性は否定できないことが確認 された。

一方、平成 7年 2月 6日 現地視察を行つていただいた、地質を専門とする山岸猪久馬

氏に、榛名山は、自然の地形である可能性が極めて低いとの示唆を受けた。

上田市教育委員会では、こうした諸先生方の御指導の結果、「古墳ではない」とする明

らかな証拠がない以上、試掘確認調査を実施 し、実態を明らかにすることとした。

調査の結果

調査は、塩入秀敏氏 (上 田女子短期大学)の指導のもと、幅約 lmの トレンチを頂部

から国家座標にのせて東西南北に 1本づつ設定し、必要に応 じて 45° 方向に追力日の ト

レンチを入れることとした。また、実際の掘上作業は、手塚 自治会の皆さんに発掘現場

作業員 として従事 していただき、すべて手作業によつた。

こうした作業及び調査は、榛名山が古墳であった場合、県内で最大規模の古墳となる

ため、万全を期す必要があつた。 さらに、調査の過程を記録に残す処置と、調査による

古墳の破壊を、最小限にとどめる必要があつた。
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しかしながら調査の結果、表土を除いた段階で、安山岩の課を含んだ地山層が検出さ

れ、中腹から下方では、粘質青灰色のシル ト土層が確認 されるにいた り、この山は、形

態的に極めて円墳に近いものの、版築もない自然の地形であると結論付けぎるを得なか

った。

一方、山岸氏の所見では、沈降運動で塩田平が形成される過程で、この山だけが円状

に取 り残され、その後の侵食によつて滑らかな円墳状の地形が形成された、極めて特殊

な地殻運動で、地質学生貴重な発見であることを指摘された。

調査風景
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榛名 山昔墳地形 図
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1 表土 (腐棄土)

2 10Y24/3に ぶい黄褐色砂質土に炭混 じり
(焚 き火のあと?)

3 2.5Y26/4に ぶい黄色砂礫層 (し まりなし)

4 5Y3/1オ リープ黒と7.5Y3/1オ リーブ黒の角礫混
のこび層 (し まりよい)(地 山)

548pO

54600

54400

54200

表土 (腐葉土)

7.5YR4/3褐 色シル ト質壌土
7.5YR5/6明 褐色壌土

(指 頭大～頭大の石を含む)(地山)

O 4m

54αOO



喬言i6'『蚕落とシルト質壊土
10YR8/3浅黄構色シル ト質壌上

li導争ξ§ζ号写ξ宮魯ことを含む)

(凝灰状炭粒子を多く含む)

10YR7/8黄犠色シル ト質壌土

(凝灰状炭粒子を多く含む

|||1甍卓十三ヨ奮魯と守 |§搭三衰宗送を含む)

2.5V8/8黄色シル ト質壌土 (小石を含む)

548.OO

546.OO

544.OO

抑

540.OO

粥 OO

54600

町 OO

54200

5400o

表土 (腐葉土)

5Y6/4オ リーブ黄色土層
7.5YR7/8黄 橙色土層 (風化 した岩石のみから成る)

5B6/1青 灰色土層
(風化 した岩石及び粘土から成る)

４

　

５

　

６

　

７

　

８

９

１

２

３

４



し も ま え だ い せ き

上田市大字中之条字下前田 549-6 外 4筆

賃貸住宅建設

1,299。 41だ

平成 9年 4月 18日

幅約 lmの トレンチを入れる

尾見智志

下 前 田 遺 跡

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5 調 査 方 法

6 調査担当者

遺跡の環境 と経過

上田市大宇中之条地籍は、千曲川左岸にあり上田面 と上田原面との間にある。市内

を流れる千曲川の、川上は上堀から川下は塩尻岩鼻まで長 さ約 8km、 幅は最も広い

中央部で 2kmあ る紡錘形をなしてお り、そのほぼ中央に位置する古来千由川の自由

な流れ と、氾濫を欲 しいままにしてきたところである。 しか し、現在は国営による厳

重な堤防で守 られている。現在でも当地方は千由川をはじめ各支流もその勾配が急で、

洪水 ともなれば水量が増すにつれ流速が大となり、浸食力 と運搬力を増大 し岸をかみ

川床を削つている場所である。

「上田市の原始・古代文化」 (1977年上田市教育委員会)に よると、「県道上田稲

荷山線の南側の畑及び水田地帯に、東西およそ 600m、 南北およそ 100mに わた

つて、東から上前田 。中前田・下前田・西前田の 4遺跡が帯状に分布 し、更に中前田

遺跡の南方 150mに わたつて関石・額面の 2遺跡がある。いずれも中期から晩期の

土師器、後期の須恵器などを出土 していることか ら、一体の遺跡 と考えられる。」 と

している。

平成 9年 4月 8日 に現地立ち会いを行い、下前田遺跡の範囲内に含まれることを確

認 し、地権者の承諾を得た上で試掘の準備に取 り掛かつた。

平成 9年 4月 18日 に試掘調査を行い、竪穴住居跡等の遺構が存在することを確認

した。その後、事業主との保護協議を行つた結果、平成 9年 4月 28日 に遺跡を保護

するため設計変更を行 う合意が得 られ、埋蔵文化財は保護 された。

調査の結果

北か らTr― ol・ 02・ 03・ 04の 4本の東西に長い トレンチを設定 し試掘調

査を行つた。その結果、Tr― o2と Tr-03で は、竪穴住居址 と思われる遺構が検

出された。そのため、遺構の検出されたところを中心に、南北にTr-05と Tr-0
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6を設定 し竪穴住居址の確認を進めた。 Tr-02の 竪穴住居址は平安時代 (9世紀

代)の ものと推定され、土師器の郷が出上 した。また、Tr-03の 竪穴住居址では

土師器の郷や盤が出上 している。 これも平安時代 (9世紀代)の ものと推定される。

遺  物

Tr-01 須恵器の蓋・土師器の坪、古墳時代後期の高イ

Tr-02 土師器の郭

Tr-03 土師器のイ、古墳時代後期の高イ、盤

Tr-04 遺物なし

Tr-05 須恵器の大甕、郷・土師器の郷、甕・灰釉陶器の碗・羽 口

Tr-06 須恵器の大甕・土師器の甕

土層柱状図

Tr-01

O cm

I層  表土 (耕作土)・ 黒灰褐色・砂質

16    Ⅱ層  黒灰褐色・茶褐色の粒子を含むシル ト質

23    Ⅲ層  茶褐色

32    Ⅳ層  黒褐色 。茶褐色の粒子を含む 。砂質

V層  赤茶褐色・砂質

Ⅵ層  黒褐色・砂質

Ⅶ層  茶褐色・砂質、遺構検出面

Ⅷ層  黄褐色・砂質

50

58

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ
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Tr-02 Tr-03

調査風景

Tr-04

O cm

16

27

39

O cm

15

22

O cm

16
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図

／

／

１

１

１

＼  中

∽
第 2図 第 3図

トレンチNe

図版番号

程

霧

器

種
渥法 器 簿 成形・形態・文様ほカ カ

`よ

整 形

T卜01

第 1図

杯

　

師

一局

　

土

口径 :

残高 :

底径 :

脚部1/3

胎:石英・微砂粒を含む

焼:良好

色 :(外)2.5YR7/8橙

(内)2.5YR7/81登

脚部柱状を呈し、裾部
で屈曲して開く

で
　
　
で

撫

　

撫

外
　
　
内

ｍ　　一御

郭
　
卸

口径 :   一

残高:   一

底径 :  5,0
底部完存

胎 :雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(射 7.5YR7/4に がい橙

(内)7.5YR7/4にぶい橙

(外)底部回転糸切り

(内)撫で

Ш　　・期

蓋
　
無

口 径 :

残高 :

底径 :

底部1/5

h4

胎

焼

色

樫かに礫を含む

良好

(外)N5/灰

(内)N5/灰

天丼部は平らで緩やカ
に口縁に至る

(外)機械による回転箆削り

(内)機械による撫で

第4図
第 5図 第 6図

Tr02

第 4図

杯
　
師

ユ

　

・
５
　
一

1/3

径

高

径

口

残

底

胎

焼

色

石英・雲母・粗砂粒を含む

良好

(外)5YR7/6橙

(内)5YR7/61隆

丸底より内弯して立ち
上がり口縁に至る

(外)穣穣による撫で

(内)穣柱による撫で

Tr03

第 5図

杯

　

師

高

　

土

口径 :   17.6

残高 :  5,2
底径 :   一

口縁部1/7

胎

焼

色

石英・粗砂粒を含む

良好

(外)5YR7/8橙

(内)2.5YR6/8橙

杯部は外傾して立ち上
がる

(外)撫で

(内)撫で

T「03

第 6図

杯
　
卸

口径 :  16.8
残高:  4.6
底径 :   一

口縁部～胴都1/4

胎 :石英・雲母・礫・粗砂粒を含む

焼 :良好

色:(豹 7.5YR8/4浅黄橙～N3/黒

(内)黒

僅かに外傾して立ち上
がり口縁に至る

(外)撫で

(内)箆磨き

黒色処理

-10-



第 8図 第 9図

第 7図

トレンチNt

図版番掲

召

舞

器

種
窪法 質器 成形・形態 。文様ほカ カ

`ま

形整

Tr03

第 7図

盤

土師

口径 :  一

残高 :  10.5

底径 :  17.4
脚台部完形

胎 :砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

脚台の裾部が鍔状に
張り出し3ヶ所紡錘形
の透かしを有する

椰部内弯する

外
　
　
内

機械による撫で

Tr05

第8図

イ

土師

径

高

径

口

残

底

12.2

3.8

5,9

胎 :粗砂粒を含む

焼 !良好

色 :(外)5YR7/6橙

(内)5YR8/4淡橙

平底より内弯して立ち
上がる

外

　
　
内

機械による撫で

機械による撫で

Tr 05

第 9図

杯

土師

日径 :  13.2

残高:  3.7
底径 :   一

1/4

胎 :石英・雲母。礫・粗砂粒を含む

焼 良好

色:(射 7.5YR7/6橙～2.5YR5/6明 赤褐

(内)2.5YR6/61登

平底より内弯して立ち
上がる

外
　
　
内

機械による撫で

撫で

Tr-05

第 10図

杯

土師

口径 :   12.6

残高:  3.3
底径 :   一

1/3

胎 :微砂粒を含む

焼 :良好

色 :(夕0 5YR7/41こぶい橙

(内)5YR7/6橙 ～7.5YR8/3浅黄橙

底部より内弯して立ち
上がる

外
　
　
内

機械による撫で

撫で

Tr 05

第11図

杯

土師

口径 :  12.2

残高:  3.4
底径 :   一

1/5

を含む砂粒粗胎

焼 良好

雀五:(pr1 5YR6/4イこ疼ミャヽォ登

(内)5YR6/61陛

丸底より内弯して立ち
上がる

外
　

　

内

撫で

撫で

Tr 05

第 12図

杯

土師

口径 :  12.2
残高:   一

底径 :  5.4
1/2

胎

焼

色

雲母・粗砂粒を含む

良好

(外)5YR5/3と こぶい赤褐

(内)5YR5/1褐灰

平底より内弯して立ち
上がる

外

　
　

内

椛械による撫で

箆磨き

- 11 -



＼  ヤ

第 14図

第 15図

0                   10cm

第 17図

Ⅷ
御

トレンチNc

図版番号

程

舞

器

種
法 握 器 質 戎形・形態・文様ほカ 整 形 とよ カ

T「05

第 13図

郷

土師

口径 :   一

残高 :  1.1
底径 :  5.6

底部2/3

胎 :雲母・砂粒を含む

焼 良好

雀五:(タト)7.5YR5/41こ疼ミャヽィ登

(内)7.5YR7/41こぶ予ヽ橙

(外)底部回転糸切り

撫で

(内)撫で

T「05

第 14図

杯

土師

口径 :   一

残高:  0.8
底径 :  4.8

底部完存

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好

色:(射 7.5YR8/3浅黄橙

(内)7.5YR8/2灰 白

外

　
　
内

Tr 05

第 15図

杯

土師

口 径 :

残高 :  0.6
底径 :  5.6
底部ほぼ完存

胎 :微砂粒を僅かに含む

焼 :良好

色 :(91・17.5YR7/6橙

(内)7.5YR8/3浅 黄橙

外
　
　
内

底部回転糸切り

撫で

Tr-05

第 16図

杯
　
鰤

口径 :   一

残高:  0.6
底径 :  5.6

底部 1/2

胎 :砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)5YR7/6橙

(内)5YR7/6橙

(ケ冽卜) 底部回転糸切り

(内)機械による撫で

T「05

第17図

不

土師

12.8

3.2

6.0

径

高

径

口

残

底

2/3

粗砂粒を含む

良好

色 :(射 5YR7/6橙～10YR7/3黄橙

(内)7.5YR7/4と こぶい橙

胎

焼
平底より内弯して立ち
上がる

(内 )

(外 ) 機械による撫で

底部回転糸切り

撫で

T「05

第 18図

郭

土師

口径 :   13.4

残高:  4.1
底径 :  5.8

2/3

胎 :雲母・礫・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(州 7.5YR6/3に ぶい褐・口縁部N2/黒

(内)黒

平底より内弯して立ち
上がり、口縁部で僅か
に外反する

内側の底部盛り上がる

(歩引卜)

(内 )

機械による撫で

底部回転糸切り

箆磨き

黒色処理

-12-



時

¨
第 20図

第 21図

第 24図第 22図 第 23図

トレンチNl

図版番提

租

理

器

繕
法 逗 器 晏 成形・形態 。文様ほカ 整 形 ほ カ

Tr05

第19図

郭

土師

口径 :   一

残高:  1,7
底径 :  5,0

底部完存

胎:微砂粒を含む

焼:良好

色:(如 7.5YR6/3に ぶい褐

(内)黒

平底より内弯して立ち
上がる

外

　
　
内

底部回転糸切り

撫で

黒色処理

T「05

第20図

郵

土師

口径 :

残高 :

底径 :

底部3/4

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :la1 5YR7/6橙

(内)黒

外

　
　
内

底部回転糸切り

箆磨き

黒色処理

T「05

第21図

郭

土師

径

高

径

口
残

底

14.6

3.5

5.8

1/4

胎 :雲母・粗砂粒を含む

焼

色

良好

(外)10YR7/3

(内)黒

平底より内弯して立ち
上がり口縁に至る

外
　
　
内

撫で

撫で

黒色処理

Tr 05

第22図

郭

土師

14.8

3.7

6.4

1/4

径

高

径

口

残

底

胎 :石英・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)2.5YR7/6橙

(内)黒

平底より内弯して立ち
上がる

口縁部外反する

外
　
　
内

機械による撫で

撫で

黒色処理

Tr 05

第23図

イ

土師

径

高

径

口

残

底

13.4

3.4

／
／

胎 :石英・雲母・礫。粗砂泣を含む

焼 :良好

色 :(外)10YR3/1黒褐 7.5YR6/4にぶい橙

(内)黒

平底より内弯気味に立
ち上がり、口縁部で僅
かに外反する

外
　
　
内

機械による撫で

箆磨き

黒色処理

T「05

第24図

杯

土師

口径 :   12.4

残高:  3.3
底径 :   一

口縁部1/4

胎 :微砂粒を僅かに含む

焼 !良好

色 :(外)5YR7/6橙

(内)黒

口縁部は内弯する 機械による撫で

機械による撫で

黒色処理

外
　
　
内

-13-

? I I I ! 1 1 1 1  10Pm



第 25図

第 27図

第 26図

トレンチNo

図版番号

種

舞

器

種
星法 器 要 成形・形態 。文様ほカ カほ形整

Tr05

第25図

イ

土師

口径 :  13.0

残高 :  3.4
底径 :  6.3

1/3

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(灼 7.5YR8/4浅黄橙

(内)黒

平底より内弯して立ち
上がり、口縁に至る

(外 ) 椛械による撫で

底部回転糸切り

撫で

黒色処理

(内 )

T「05

第26図

甕

土師

口径 :   23.2

残高 :  8,7
底径 :   一

頸部 1/8

胎

焼

粗砂粒を含む

良好

色 :(畑 5YR7/8橙

(内)5YR7/6橙

口縁部で緩やかに外
冤する

随械痕あり

外
　
　
内

機械整形

機械による撫で

第 29図

第 28図

Tr 05

第27図

甕

土師

口径 :   20.0

残高:  7.5
底径 :   一

口縁部1/5

胎 :石英・雲母・礫・粗砂粒を含む

焼:良好

色 :(外)2.5YR6/6橙

(内)5YR7/41こぶい橙

口縁部2段に屈曲し外
反する

外
　
　
内

機械による撫で

撫で

Tr05

第28図

甕小型

土師

口径 :   13.8

残高:  5.6
底径 :   一

口縁部1/8

胎 :石英・雲母・礫・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR7/41こぶい橙

(内)5YR6/61陸

丸みを帯びた月同部から
緩く有段気味に立ち上
がる口縁部を持つ

外
　
　
内

機械による撫で

撫で

T「05

第29図

腕

土師

口径:   一

残高1  2.4
底径:  7.6
腕の高台部

胎 :礫・粗砂粒を含む

焼:良好

色 :(外)10R4/4赤褐

(内)5YR4/6赤褐

付け高台 内弯する 外
　

　

内

機械による撫で

-14-
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第 30図

0                   10cm

胤

Ｈ

日

日

トレンチNo

図版番号

程

舞

器

置
法 逗 器 質 戎形・形態・文様ほカ 整 形 1ま カ

Tr05

第30図

奪
　
鎌

口径 :  一

残高 :  9.0
底径 :   一

頸部～胴部一部

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)N3/暗灰～2.5YR5/2灰赤

(内)N4/灰

口縁部で「く」状に外反
する

外

　

内

自然釉かかる

Tr05

第31図

口

　

師

羽

　

土

長

幅

径

全

全

内

7.9

2.0

胎:自 色粒子・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(灼 7.5YR7/6橙～N5/灰

(内)7.5YR7/6橙 ～N5/灰

りＸ
Π箆外

　
　
内

T「06

第32図

甕
　
無

口径 :  一

残高 :  10,5
底径 :   一

胴一部

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好

色:(如 7.5Y6/1灰

(内)N4/灰

(外)叩き

(内 )

-15-



下前 田遺 跡 遺 物 写真

第 4図

第 8図

第 12図

第 6図

第 9図

第 17図

第 22図
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第 18図



第 25図

第 27、 28図

第 29図

第 26図

第 28図

調査風景
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眸
跡

い
遺

は
原

禁
宮

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5 調 査 方 法

6 調査担当者

上田市大宇秋和字宮原 1110-5

創価学会上田平和会館新築工事

4,070r
平成 9年 4月 20日

幅約 lmの トレンチを入れる

尾見智志

遺跡の環境と経過

宮原遺跡は、 JR上 田駅か ら北西に直線距離で約 3kmの 、国道 18号 と国道 18号
上田バイパスに挟まれた場所で、北東 200mに は大蔵京古墳が存在 している。地形的

には、千曲川の氾濫原か ら 1段上がった上田面の西端にあたる。また、太郎山が直接平

地に接 し、小渓谷の出日に崖錐が形成 されている場所である。
「上田の原始 。古代文化」 (1977年 上田市教育委員会)に よると、宮原遺跡は 「秋和

集落の西端部、上 田面の段丘端にあ り、およそ 10,000ポ にわたつて、縄文前期の

上原式上器・石鏃・打製石斧、弥生後期の箱清水式、後・晩期の上師・須恵器の破片な

どを出上 している。 しか し、大部分が工場用地の造成で破壊 された。」 としている。

平成 9年 4月 初めに、株式会社 ミヤノの造成地に創価学会の会館が移転する旨の連絡

が入つた。当該地が宮原遺跡の範囲内であるため試掘調査を行 うこととなった。試掘調

査の結果、造成等の影響で破壊 されている部分があるものの、遺構が残つていることが

確認 された。そのため、関係者間で保護協議を行つた結果、発掘調査が必要であるとの

見解に達 し、平成 9年度中に調査地区の一部を発掘調査することとなつた。

調査の結果

Tr-01～ 13の 13本の トレンチを設定 し試掘調査を実施 した。造成等の影響が

見受けられ部分的に破壊 されているが各 トレンチより上墳・溝などの址が検出された。

特にTr-03と Tr-04の 交差 している地点では竪穴住居址が検出された。弥生時代

後期箱清水期のものと推定される。

Tr-06と Tr-07か ら堅穴住居址 5件・土墳 1件・溝 1条などが検出された。

出上 した遺物から弥生時代後期箱清水期 と古墳時代中期の遺構 と推定される。 この トレ

ンチについては土層の状態も安定 してお り、遺構の保存状態も良好である。

Tr-08と Tr-09の 結果、 Tr― o6か ら検出された遺構の広が りを確認 した。

-18-



また、この 2本の トレンチにより中央部分は、造成等の影響により破壊が認められた。

Tr-10、 Tr-12、 Tr-13か ら土墳・溝などが検出されている。特に土墳は

多数検出された。出上した遺物から古墳時代中期頃 と平安時代の遺構 と思われる。遺構

については、削平を受けているが詳細な調査を必要 とする。

Tr-11で は削平が激 しく、遺構は確認できなかつた。

遺  物

Tr-01 遺物なし

Tr-02 弥生時代後期の甕

Tr-03 弥生時代後期の甕

Tr-04 土師器片

Tr-05 弥生時代後期の甕

Tr-06 弥生時代後期の甕・鉢、土師器の高不

Tr-07 土師器の甕、不

Tr-08 須恵器の坪

Tr-09 遺物なし

Tr-10 弥生時代後期の甕・高不

Tr-11 遺物なし

Tr-12 遺物なし

Tr-13 遺物な し

土層柱状図

Tr-01～ 05
1層  表土・ ゴミの混 じる造成の

ための埋立て土

Ⅱ層  橙褐色・茶褐色土を含む 。

弱い粘性を持つ

Ⅲ層  暗青灰色・小石を含む・弱

い粘性を持つ

Ⅳ層  暗茶褐色・茶褐色の小石を

含む

V層  極褐色 。小石を含む 。粘性

を持つ

Tr-01(東 )  O cm

34

40

47

59

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V
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Tr-01(西 )

Tr-03(東 )

Tr-05

Tr-02(東 )

Tr-03(西 )

Tr-02(西 )

Tr-04

O cm

46

80

122

65

75

88

100

62

90

10 2

O cШ

50

74

86

100

128

O cm

30

86

111

129

O cm

54

100

-20-



Tr-06～ 13

I層  表土 。灰黄褐色粘性を持つ

Ⅱ層  黄灰色

Ⅲ層  黒褐色・粘性を持つ

Ⅳ層  灰黒褐色・黄褐色含む

Tr-06 Tr-07

40

50

Tr-09 Tr-10

O cm

17

49

58

V層  灰黒褐色

Ⅵ層  黄灰褐色

Ⅶ層  白灰色・黄褐色土含む

Ⅷ層  白灰色・黒褐色土含

Tr-08

O cm

15

63

81

87

Tr-11

I

Ⅱ

Ⅳ

V

Ⅵ
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Tr-12 Tr-13

O cm O cm

16

38

20

42

ガ孝:=i=||=
調査風景
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宮原遺跡遺物実測図

第 1図

第 2図

斜 ノ
『

く
〃

‐―
轍

第 4図 第 5図

ヱ_キ_._._._工_卜_Ⅲ_に_己2Cm

トレンチNo

図版番号

程

舞

器

種
握法 器 質 戎形・形態・文様ほカ カ

`よ

形整

Tr02

第 1図

蓬

弥生

口径 :  ―

残高 :  9.9
底径 :   一

日縁部～胴部一部

胎 :石英・雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部で外反する
撫で

箆削りの後、撫で

外
　
　

内

T庁02

第 2図

郭

平安

口径 :   一

残高 :  2.2
底径 :  64

底部一部

胎

焼

色

石英・雲母・粗砂粒を含む

良好

(外)2.5YR6/6橙

(内)5YR6/4に ぶい橙～10YR5/1褐 灰

平底の底部より開く
機械による撫で

底部回転糸切り

黒色処理

(外 )

(内 )

Tr05

第 3図

高郭

弥生

口径:  一

残高:  4.1
底径:   一

脚部一部

胎

焼

石英・雲母・

良好

粗砂粒 を含む

色:(灼 10R5/6赤

(内)5YR6/6橙 ～5YR5/2灰褐

据部外反して大きく開 (外)赤色塗彩

(内 )箆削りの後、撫で

Tr-05

第 4図

甕

弥生

口径 :  一

残高:  5.0
底径 :   一

口縁部一部

胎 :雲母。砂粒を含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR4/2灰 褐

(内)7.5YR7/31こぶい橙

口縁部で緩く「し」状に
外反する

外

　
　
内

口縁部に波状文を施す

撫で

T「06

第 5図

蓋

弥生

口径 :  一

残高 :  3.0
底径 :   一

脚部一部

胎 :石英・金雲母・雲母・粗砂粒を含む

焼 良好

色:9つ 7.5YR6/4に ぶい橙

(内)5YR5/41こぶい赤褐

大きく外反して開く

摘み部に一孔を有する

(外)縦位の箆磨き

(内 )箆削りの後、撫で

-24-



第 7図

第 6図

第 8図

トレンチ�

図版番弓

程

毒

器

種
逗法 器 質 成形・形態 。文様ほカ カとよ整 形

T「06

第 6図

鉢

弥生

口径 :   一

残高 :  6.8
底径 :  6.4
胴部一部・底部4/5

胎

焼

色

石英・雲母・粗砂粒を含む

良好

(灼 10R4/6赤～5YR5/4にぶい赤褐

(内)10R4/6赤

平底より内弯気味に開
いて、立ち上がる

外

　
　
内

赤色塗彩

赤色塗彩

Tr-06

第 7図

甕

弥生

口径 :  24,0

残高:  4.2
底径 :   一

口縁都一部

胎 :石英・金雲母・雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色:("5YR7/6橙 ～10YR5/31こぶい黄褐

(内)5YR6/6橙～10YR5/2灰 黄褐

口縁部で外反する
外

　
　
内

波状文を施す

横位の撫で

第 9図 第 10図

0                    10cm

Tr06

第 8図

甕

弥生

口径 :   15.9

残高 :  7.4
底径 :   一

口縁部一部

胎

焼

色

石英・雲母・粗砂粒を含む

良好

(め 5YR6/6橙～7.5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部で外反する
外

　

　

内

波状文を施す

横位の撫で

Tr06

第 9図

甕

弥生

口径 :  16.9
残高 :  5,3
底径 :   一

口縁部一部

胎 :石英・雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(知 5YR6/6橙 ～7.5YR6/4に ぶい橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

口縁部で外反する
外
　
　
内

波状文を施す

横位の撫で

T「06

第10図

壺

弥生

口径 :   一

残高:  6.0
底径 :   一

胴部一部

胎:石英・粗砂粒を含む

焼:良好

色 :(pr1 7.5YR6/6橙

(内)2.5YR4/8赤 褐

外

　

　

内

口縁部にT字文を施す

横位の刷毛撫で

赤色塗彩
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第 11図

第 12図

トレンチ訛

図版番号

程

舞

器

種
握法 器 賓 戎形・形態・文様ほカ カ

`よ

整 形

T「07

第 11図

甕
　
推

口径 :  15。 2

残高:  4.5
底径 :   一

口縁 1/6

胎 :石英・粗砂泣を含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR5/4に ぶい褐

(内)10YR3/1黒褐

口縁部で緩く外反する
外
　
　
内

波状文を施す

Tr-07

第 12図

甕
　
師

口径 :  12.8
残高 :  16.4

底径 :   一

口縁1/2・ 胴部1/3

月台:粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(姉 7.5YR8/4浅黄橙

(内)10YR7/31こ ぶい黄橙

球状の胴部より頸部で
屈曲する。口唇部に面
取りを施す

(外)胴部下部に叩き目痕有り

機械による撫で

(内 )椛櫨による撫で

哺

Ｈ

爛

図

馨
政

fロソ
第 13図 第 14図

Tr07

第 13図

壺
　
帥

口径:   一

残高:  4.3
底径:   一

口縁部一部

胎

焼

色

石英・雲母・粗砂粒を含む

良好

(外)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

口縁部外面に段をもつ
て内弯気味に立ち上
がる

(外)横位の撫で

(内)横位の撫で

T「07

第14図

士霊
　
　
卸

口径 :

残高 :

底径 :

頸部1/3

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(71・17.5YR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

細い刻み目を入れた
隆帯が巡る

(外 )

(内 )横位の撫で

Tr-07

第 15図

甕
　
鎌

口径 :  一

残高 :  4.1
底径 :   一

胴部一部

胎 :石英・粗砂泣を含む

焼 :良好

色 :(外)5YR4/3にぶい赤褐

(内)5Y6/2灰オリーフ
°

(外)叩き目痕

(内 )朝械による撫で
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＼  ＼
第 17図

第 16図
第 18図

トレンチ�

同肺番 撮

種

舞

器

種
握法 器 願 戎形・形態・文様ほカ カほ整 形

Tr08

第16図

郭
　
徳

口径 :   8.4

残高 :  1.8
底径 :  7.6

底都1/3

胎 :石英・粗砂粒を含む

焼:良好

色 :(71・110Y5/1灰

(内)10Y5/1灰

(外)犠穣による撫で

(内)械櫨による撫で

Tr 10

第17図

甕
　
推

口径 :   一

残高:  3.8
底径 :  5.3

底部 1/2

胎 :石英・雲母・粗砂粒を含む

焼:良好

色 :(外)7 5YR6/4に ぶい橙～5Y3/1オ リーフ・黒

(内)7.5YR6/4に ぶい1登

平底より内弯気味に開
く

(外)箆削りの後、撫で

(内)撫で

Ｏ
　
　
図

口　　細

杯

　

生

高

　

弥

口径:  一

残高:  8.5
底径:   一

脚部一部

胎

焼

色

石英・雲母・粗砂粒を含む

良好

(外)7.5R4/6赤

(内)7.5YR7/4に ぶい橙

脚部に4等分された三

角形の窓を施す

(外)赤色塗彩

(内)鱒削りの後、撫で

Ⅵ プ
彎 7

第 20図

趨騨〃
第 21図

T「 10

第19図

甕
　
推

口径:   一

残高:  3.3
底径:  6.4

底部一部

胎 :石英・雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(射 5YR5/4にぶい赤褐

(内)7.5YR7/41こぶヤヽ橙～5Y3/1オ )―ダ黒

平底より開いて立ち上
がる

(外)胴部、木 口状工具によ
る撫で

(内)箆削りの後、撫で

表採

第20図

９
・
　

文

鉢

　

縄

口径 :   一

残高 :  2.4
底径 :   一

口縁部一部

胎 :石英・雲母。粗砂粒を含む

焼:良好

色:(如 7.5YR5/4に ぶい褐

(内)10YR5/3にぶい黄褐

(外)綾杉縄文を施す

(内 )

表採

第21図

鉢

　

文

深

　

縄

口径 :   一

残高 :  3.6
底径 :   一

胴部一部

胎 :石英・雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(射 10YR6/3にぶい黄橙

(内)7.5YR6/4にぶい橙

(外)沈線による文様を施す

(内)削りの後撫で

-27-
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トレンチNt

図版番弓

種

舞

器

種
法 厘 器 晏 成形・形態。文様ほカ 整   形   ほ  カ

表採

第22図

紡錘嘩
径

高

径

口

残

底

胎 :雲母を含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/1灰～N3/暗灰

(内)5YR4/1灰

(外)

(内 )

履 鼠

第 22図
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宮 原 遺 跡 遺 物 写 真

第 1図

第 7、 8、 9、 10図 第 12図

第 14図 第 16図

調査風景 調査風景



そめやだいじょうりすいでんあといせき

染屋台条里水田跡遺跡 I

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5調 査 方 法

6 調査担当者

上田市大宇住吉字塚田 5841外 13筆

マツヤ上田インター店新築工事

7,740.88ポ

平成 9年 5月 17日

幅約 lmの トレンチを入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

染屋台条里水 田跡遺跡は、上田市街地の東方部にあ り北は虚空蔵山と横 山丘陵、東

は神川に望む段丘崖が東北方か ら西南方向へ、西は染屋段丘崖が西方か ら東南方向の二

側線に囲まれた三角形状の地域であ り、東辺は神川河床か ら25～ 30m、 西辺は上田

市街面から15～ 20mの 高 さを持つ台地であり、面積は約 5,76kポ である。

上田市文化財分布図によると、染屋台条里水田跡遺跡は段丘上全体に広がっているが、

現在のところ確認はされていない。 しか し、同段丘上の 5次 にわたる「創置の信濃国府

跡」確認調査において、各所に小規模ながら建物址などが確認 されている。また、平成

8年度から2年度にわた り店舗建設のため調査 している西之手遺跡では掘立柱建物址群

が確認 されてお り注 目される。

平成 9年 4月 7日 に株式会社マツヤか ら上田市に開発事業届が提出され、平成 9年 4

月 14日 に現地調査を行つた結果、染屋台条里水田跡遺跡の範囲内であることを確認 し

た。平成 9年 5月 17日 に試掘調査を行つたが、遺構・遺物は確認できなかった。

この調査の結果、発掘調査の必要は認められなかった。

調査の結果

Tr-01～ 08ま での 8本 の トレンチを設定し、試掘調査を行つた。小河川跡が確

認されたのみで、水田跡を含めて遺構は確認することができず、遺惣も弥生時代後期箱

清水式期の上器片が一点確認されたのみである。
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土層柱状図

O cm

14

37

45

I層  表土 (耕作土)・ 黒褐色 。シル ト質埴土

Ⅱ層  明褐灰に橙色が混じる重埴土

Ⅲ層  灰褐色に褐色が混じる重埴土

Ⅳ層  暗褐色重埴土

調査風景
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0

染屋台条里水田跡遺跡試掘調査位置図  1

調査風景
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そめやだいじょうりすいでんあといせき

染屋台条里水田跡遺跡
に し の て い せ き

(西之手遺跡 )

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5調 査 方 法

6 調査担 当者

上田市大宇古里宇西之手

株式会社やおふ く店舗移転工事

1,320ポ
平成 9年 10月 20日

幅約 lmの トレンチを入れる

西澤和浩

遺跡の環境 と経過

染屋台条里水 田跡遺跡は、上田市街地の東方部にあ り、北は虚空蔵山と横山丘陵、東

は神川に望む段丘崖が東北方から西南方向へ、西は染屋段丘崖が西方から東南方向の三

側線に囲まれた三角形状の地域であ り、東辺は神川河床か ら25～ 30m、 西辺は上田

市街面から15～ 20mの 高さを持つ台地であり、面積は約 5.76kだ である。

上田市文化財分布図によると、染屋台条里水田跡遺跡は段丘上全体に広がっているが、

現在のところ水田跡は、確認はされていない。 しか し、同段丘上の 5次にわたる「創置

の信濃国府跡」確認調査において、各所に小規模なが ら建物址などが確認 されている。

また、平成 8年度か ら2ヶ 年にわた り調査を行った、株式会社やおふ くの店舗移転に伴

う西之手遺跡発掘調査では、掘立柱建物址群が確認 されてお り注 目される。

今回試掘調査を行つた場所は、上記西之手遺跡発掘調査を行つた、隣接 した北側にあ

たる。広域農道 (浅 問サンライン)か ら株式会社やおふ くの店舗へ進入する部分にあた

り、住居の移転を待つて、平成 9年 10月 20日 に試掘調査を実施 した。

この調査の結果、西之手遺跡が試掘調査区内にまで広がっていることを確認 したため、

株式会社やおふ くに承諾を得た うえで、緊急発掘調査を行つた。

調査の結果

調査は、施三二区イこTr-01か ら0

試掘調査を行つた。 Tr-01・ 02
柱穴が、計 8箇所検出された。また、

確認 され、土師器片が出上 した。 Tr
遺構 。遺物は全く確認できなかつた。

5の 5本の トレンチを設定 し、バ ックホーにより

・ 03・ 04か ら掘立柱建物址の一部 と思われる

Tr-02か らは幅 20～ 30cmの 溝状遺構が

-05は、宅地造成等の影響で撹乱 されてお り、
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物迫逗

Tr-01    遺物な し

Tr-02     土師器片

Tr-03～ 05 遺物な し

土層柱状

Tr-01・ 02
I層 灰色 。撹乱層

Ⅱ層 にぶい褐色

10cm大の礫が混じるンルト質埴壊土

Ⅲ層 褐色・埴壊土

Ⅳ層 遺構検出面、暗赤褐色 。重埴土

Tr-01・ 02 Tr-03

30

44

64

Tr-03

I層 灰色・撹乱層

Ⅱ層 にぶい黄褐色 。シル ト質埴土

Ш層 赤褐色 。シル ト質埴土

Ⅳ層 遺構検出面・褐灰色・重埴土

O cm

22

47

52

調査風景
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はちまんうらいせき

人幡裏遺跡

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5調 査 方 法

6 調査担当者

上田市中央北 3丁 目 3253-4 外 1筆

国立長野病院駐車場建設

1,282.62♂

平成 9年 10月 25日

幅約 lmの トレンチを入れる

西澤和浩

遺跡の環境 と経過

人幡裏遺跡は、太郎山の南山麓にあり市街地を見下ろす位置にある。黄金沢扇状地の

西端、和合沢の小扇状地の末端部にあたる。遺跡北部和合沢の崖錐の出日には、「石切」

とい う地宇名が残 り、緑色凝灰岩がここから切 り出されていた。 この付近一帯は砂礫地

で、一面大星桑園 といわれ養蚕業者に大事にされた場所であつたが、現在では住宅地 と

なつている。

「上 田市の原始・古代文化」 (1977年上田市教育委員会)に よると、「国立長野病院

敷地内を中心に分布する思川遺跡で、昭和 27年の改築工事の際に、縄文中期の加曽利

E式 。後期の堀之内式 。加曽利 B式などの上器片 とともに、磨製石斧 1、 打製石斧 6、

ニホンジカ・イノシシなどの獣骨を出上 した。」 とある。

平成 6・ 7・ 8年度の 3年間、国立長野病院建設に伴 う人幡裏遺跡発掘調査が、実施

された。

平成 6年度の発掘調査 (「 上田市文化財調査報告書第 61集 。人幡裏遺跡 Ⅱ」1997年

上田市教育委員会)では、縄文時代中期後葉から後期中葉の遺物を多 く出土 している。

曽利 V式系、称名寺式系、堀之内 I・ Ⅱ式系、加曽利 B式系の上器のほか、北陸系の三

十稲場式の上器 も出上 した。住居址は、縄文時代中期後葉から後期初頭 と考えられ、 7

件確認 された。

また、 8世紀頃か ら11世紀前半の住居址が、 13件確認 されている。遺物について

は、黒色処理 された郷・椀を多 く出上 し、暴書土器や、灰釉陶器 も出上 している。

平成 9年秋、国立長野病院か ら駐車場を建設するとの連絡を受け、地権者の承諾を得

た うえで試掘調査を行つた。

調査の結果

調査地区の北から東西にTr― ol・ 0

3の 間、調査地区東側に南北にTr-04
2・ 03の トレンチを設定 し、Tr-02・ 0

を、調査地の最東端へ南北にTr― o5の計 5
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本を設定 し試掘調査を行つた。

Tr-01か らは、土師器片が数点出上 したが遺構は確認できなかつた。

Tr-02と 04の交差地点か ら竪穴住居 と思われる遺構 と、掘立柱建物址の柱穴 と

思われる遺構 1件が検出された。また、黒色処理 された土師器の郷片が出上 し、焼上が

確認 された。

Tr-03・ 05か らは遺構・遺物の確認はできなかつた。

この試掘の結果、国立長野病院 と協議を行い、平成 9年度中に発掘調査を行 うことと

なつた。

遺

T

T

T

T

T

物

r-01

r-02

r-03

r-04

r-05

土師器片・甕

土師器のイ・甕

遺物なし

上師器の郷

遺物なし

45

70

80

土層柱状図

I層 にぶい褐色・ 3cm大の礫混 じる軽埴土

Ⅱ層 褐灰色 。10cm大の礫多量に混 じる壊土

Ⅲ層 にぶい黄褐色・砂質埴壊土

Ⅳ層 黒褐色・礫多量に混 じる砂壌土

Tr-01 Tr-02         Tr-03・ 04・ 05

O cm

40

64

85

O cm
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ホ
国家戯身軍

ヾ

國 耐

国立長野病院
緑が丘一丁目

0            50m
l       :       1

国立長野病院

駐車場予定地

SB― 01

緑が丘二丁 目



人幡裏遺跡遺物実測旺

第 1図

＼＼   卜 影

第 2図

トレンチ尚

図版番号

穫

呑

器

種
重法 器 蜜 成形・形態・文様ほカ カ1ま形整

T「02

第 1図

杯
　
卸

口径 :  一

残高:  2.2
底径 :  6.8

底部一部

胎:石英・雲母。粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(め 5YR6/4にぶい橙

(内)7.5YR7/41こぶい橙

平底の底部より内弯気
味に開く

底部箆削り?

外
　
　
内

T「02

第 2図

イ
　
鰤

口径 :   一

残高 :  15
底径 :  6.4

底部一部

胎 :石英・雲母・粗砂粒を含む

焼 :良好

色 :(71・17.5YR6/3と こぶい褐

(内)N3/0暗灰

底部箆削り? 外

　

内

横位の撫で

横位の撫で

調査風景
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ひ が しば ば いせ き

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5調 査 方 法

6 調査担 当者

上田市大字前山 1616番 地

県営畑地帯総合土地改良事業

60,000だ
平成 10年 1月 5日

幅約 lmの トレンチを入れる

尾見智志

東馬場遺跡

遺跡の環境 と経過

「上田市の原始・古代文化」 (1977年上田市教育委員会)に よると、「上田市西前山

集落公民館西方約 350m付 近の畑地にあ り、およそ 5,000♂ にわたつて、縄文期

の打製石器・石錐 。有孔石触、弥生後期の箱清水式上器 。磨製石鏃、後期の須恵器が出

上 している。」 と記述 されている。平成 5年度において当該事業に先立ち試掘調査を行

つたが、当時の施工計画か らは遺跡破壊の影響はない と思われた。

しか し、上田市誌編纂作業による研究の結果、平成 5年度に行つた試掘調査範囲外で

ある、池跡の部分が中世の御家人である手塚氏の馬場跡である可能性が出てきたため、

関係諸機関の協力を得て直ちに確認調査を行つた。

調査の結果

上田市誌編纂室の中世部会か ら、上田市西前山集会所の南側に位置する江戸時代の池

跡は、その前身は中世豪族の手塚氏の馬場跡である可能性が高い と連絡を受けた。

池跡土手部分の中には、馬場の上手・柵跡が残存 していることが予想 されたため、池

跡の上手を縦断 している農道の側面に、 5本の トレンチを設定 し試掘調査を行った。

いずれの トレンチか らも遺物の出土はなかった。 トレンチの上層は、黒褐色 と黄褐色

の上がほぼ水平に縞模様を呈 して堆積 していた。 これは、土手を構築 した時の版築の跡

と推察 される。

遺  物

なし
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こ くぶ いせ き ぐん
どうに しいせ き

上田市大字国分字堂西

市道川辺町国分線建設

10,350だ

平成 10年 1月 26・ 27日
幅約 lmの トレンチを入れる

清水 彰

国分遺跡群 (堂西遺跡 )

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5調 査 方 法

6 調査担 当者

遺跡の環境 と経過

上田市大宇国分地籍は、北方には、段丘崖が東西に続き、その上方には、上田市のシ

ンボル といえる太郎山の雄姿が見 られる。南方には、、千由川の氾濫原に当たる平坦面
が開け、そのさきに千曲川が流れている。千曲川の対岸には小牧山塊が広がる。 この付

近は、上田・小県地方の模式的な段丘地形 といわれ、 4段 にわたるひな壇のような地形
である。

国分遺跡群は、上沢沖・古城・堂浦。屋敷・堂西の 5遺跡により構成 されている。今回
の調査地は堂西遺跡に当たる。「上田市の原始 。古代文化」 (1977年上田市教育委員会 )

によると、「現国分寺の北西方の水田地帯、およそ 60,000ピ にわたる遺跡で、水田

地帯のため、すべてが連続する 1個 の遺跡 とされるか明確でない。出土遺物は、縄文期
の石棒、弥生後期の箱清水式、後期の上師・須恵器である。」 としている。

今回の試掘調査は、平成 9年度に発掘調査を実施 した部分の西側について遺跡の有無

を確認 した。その際、地権者の承諾は上田市土木課に得てもらった。

この調査の結果、上田市建設部土木課 と協議を行い、平成 10年度中に発掘調査を行

うこととなつた。

調査の結果

調査は、 4本の トレンチを設定 し、小型バ ックホーにより掘削 し、土層断面を精査 し

た。

その結果、Tr― o2・ 03では遺構・遺物 ともまった く検出されなかつた。 Tr― o
lで は、土師器片が 1片確認 されたが遺構は確認 されず、他所か らの流れ込み と思われ

る。 Tr-04で は、GL― 約 8 0cmで 黒色の落ち込み と、土師器・須恵器・灰釉陶器

を数片確認 した。
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遺  物

Tr-01

Tr-02・ 03

Tr-04

土層柱状図

Tr-04

土師器片

遺物なし

土師器の杯、須恵器のイ 甕、灰釉陶器の碗

I層  褐灰色・ 3cm程の礫が混じるシルト質埴土

Ⅱ層  暗褐色・ 10cm大の礫が混じるシルト質埴壌土

Ⅲ層  黒褐色・重埴土

Ⅳ層  暗青灰色 。砂質埴壊土

遺構検出面 ?

O cm

20

44

蒸 鯉

「

審

調査風景

-43-



-77-

:

Ш001



そめやだいじょうりすいでんあといせき

上田市大宇住吉宇諏訪 田 58番地 2外 9筆

(仮称)アルペン上田バイパス店新築工事

12, 852。  17だ
平 成 10年 1月 28・ 29・ 30日

幅約 lmの トレンチを入れる

西澤和浩

染屋台条里水田跡遺跡Ⅱ

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5調 査 方 法

6 調査担 当者

遺跡の環境 と経過

染屋台条里水 田跡遺跡は、上田市街地の東方部にあ り北は虚空蔵山と横 山丘陵、東

は神川に望む段丘崖が東北方から西南方向へ、西は染屋段丘崖が西方か ら東南方向の二

側線に囲まれた三角形状の地域であ り、東辺は神川河床か ら25～ 30m、 西辺は上田

市街面から15～ 20mの 高さを持つ台地であ り、面積は約 5,76kポ である。

上田市文化野分布図によると、染屋台条里水田跡遺跡は段丘上全体に広がっているが、

現在のところ確認はされていない。 しか し、同段丘上の 5次 にわたる「創置の信濃国府

跡」確認調査において、各所に小規模なが ら建物址などが確認 されている。また、平成

8年度か ら2年度にわた り店舗建設のため調査 している西之手遺跡では、掘立柱建物址

群が確認 されてお り注 目される。

平成 9年 12月 19日 に株式会社アルペンか ら上田市に開発事業届が提出され、平成

10年 1月 7日 に現地調査を行つた結果、染屋台条里水田跡遺跡の範囲内であることを

確認 した。平成 10年 1月 28日 から30日 の 3日 間で試掘調査を行つたが、遺構・遺

物は確認できなかつた。

この調査の結果、発掘調査の必要は認められなかった。

調査の結果

Tr-01～ 09ま での 9本 の トレンチを設定 し、試掘調査を行つた。その結果、埋

蔵文化財は全 く確認 されなかった。
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土層柱状図

O cm

24

39

I層  表土 (耕作土)・ 黒褐色・シル ト質埴土

Ⅱ層  褐灰色・重埴土

Ⅲ層  灰褐色に明黄褐が混じるシル ト質埴土

調査風景
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染屋台条里水田跡遺跡Ⅱ試掘調査位置図
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き跡呻遺
だ
函四

の

と
殿

1調 査 地

2 原   因

3 開 発 面 積

4調 査 日

5調 査 方 法

6 調査担当者

上田市大宇秋和字後田 外

上田都市計画事業 (秋和常磐城土地区画整理事業 )

189,000だ

平 成 10年 2月 16・ 17日

幅約 lmの トレンチを入れる

西澤和浩

遺跡の環境 と経過

殿 田遺跡は、 」R上 田駅か ら北北西に直線距離に して 2.6km程 の位置にあ り、上

田市大字秋和 と常磐城 との境にある。また、太郎山が直接平地に接するところにあ り、

その押 し出しによる砂礫地のため水捌けがよく、現在でも果樹栽培が行われているが、

近年宅地造成により住宅が増えている。

「上田市の原始・古代文化」 (1977年 上田市教育委員会)に よると、「横畑遺跡の

南麓斜面の先端部にあた り、約 10,000ポ にわたつて中・後期の上師器を出土する。」

とある。

また、 1985年 に一般国道 18号上田バイパス改築工事に伴い、殿 田遺跡緊急発掘

調査が行われている。調査区域は、後世の畑地造成のためかつての地形を変えているが、

かろうじて削平からまぬがれた竪穴住居址 5件 と、土墳 2基などが検出されている。遺

物は、土師器の鉢・甕、須恵器の坪 。蓋 。長頸壺 。四耳壺 。大甕、灰釉陶器の碗等が出

上 し、敲石や 「和同開亦」も出上 している。総 じて、この遺跡の上器はその形態 。調整

より、 9・ 10世紀の特徴を示 しているとしている。

平成 9年 10月 に上田市市街地整備課 より、平成 10年度か ら上田市大字秋和で土地

区画整理事業を行 うとの連絡があつた。上田市文化財分布図で調べた ところ、殿 田遺跡

の範囲内であることが確認 されたため協議を行い、地権者の承諾を得た うえで、試掘調

査の準備に取 り掛かつた。

事業面積 189,000だ と広大であるため、平成 10年度において事業地全面が施

工されるわけではなく、果樹栽培等耕作を行 う農地もあるため、試掘調査の可能な場所

だけを、平成 10年 2月 16・ 17日 の 2日 間で試掘調査を行つた。
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調査の結果

試掘調査地は 2箇所に別れているため、それぞれA調査地・ B調査地 とし、A調査地

にTr-01か ら04を 、B調査地にTr― o5か ら07ま でを設定 し、その連番を附 し

た 7本の トレンチで調査を行った。

A調査地のTr-01で は、幅 30cm程 の溝状遺構 1条が確認 された。また、遺構

の確認できない場所から、土師器片が出土 した。 Tr-02で は、Tr-01か ら続 くと

推察 される溝状遺構が 1条検出され、土師器の郷・甕の一部 と「元祐通宝」 1点が出土

した。

「元祐通宝」は、北宋の銅銭で元祐元年 (1086年 )か ら鋳造 された貨銭である。

渡来銭の多くは、平安末期 より鎌倉・室町時代にかけて、幕府または民間貿易により輸

入 された。皇朝銭の鋳銭停止以後、寛文 10年 (1670)の 渡来銭使用禁止令迄の長

い間、わが国の通貨 として広 く使用 された銅銭の一種である。

Tr-03・ 04・ 05・ 06では、土師器片が出土 しているが遺構は確認できなか

った。

B調査地のTr-05006は 、水田造成を行つたためか削平 されて しまっている。

Tr-07か らは、掘立柱建物址の柱穴 と思われる遺構が 4基確認 された。 ここからも

土師器片が出上 している。

この調査の結果、事業主 と協議を行い、A調査地周辺に埋蔵文化財が存在する可能性

の高いことを伝 え、隣接する果樹栽培地を、栽培が終了 した時期に改めて試掘を行 うこ

とで了承を得た。また、 B調査地区の一部は、発掘調査を行 う必要があるが、その隣接

する畑地の耕作が終了 したところで試掘を行い、その結果に応 じ総体的に発掘調査を行

うこととなった。

物遺

Tr-01

Tr-02

Tr-03～ 0

土師器の甕 。郷

土師器のイ・甕、銭貨

土師器の郷
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土層柱状図

Tr-01～ 04

1層 表土、黒褐色、シル ト質埴土

Ⅱ層 褐色、壌上、 5～ 10cmの礫多量に含む

Tr-01 Tr-02
O cⅢ

16

Tr-03・ 04

Tr-07

ｃｍ

　

　

７

０

　

　

１

O cm

10

27

3530

Tr-05～ 07

1層 表上、にぶい褐色、シル ト質埴土

Ⅱ層 褐灰色、シル ト質埴土

Ⅲ層 灰褐色、粘性の強い埴土

Ⅳ層 黄褐色、重埴土

Tr-05       Tr-06

0 cm

17

28

45
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＼、    

―

第3図
0                   10cm

は ガ
第 2図

トレンチNc

図版番号

程

募

器

種
量法 器 質 成形・形態・文様ほカ カとま整 形

T「02

第 1図

不

土師

口径 :   一

残高 :  1.1
底径 :  5.8

底部一部

胎

焼

色

石英・細砂粒を含む

良好

(71・17.5YR7/6橙～10YR7/8に ぶい黄橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

上げ底気味の底部
外
　
　
内

底部回転糸切り

機械による撫で

T「02

第 2図

甕

須恵

口径:  一

残高:  3.5
底径:   一

胴部一部

胎 :粗砂粒を含む

焼 :良好

色:(射 2.5Y4/1黄灰

(内)N5/0灰

外

　
　
内

叩き目を施す

T「02

第 3図

甕 ?

土師

口径 :   一

残高 :  0.8
底径 :  6.4
底部ほぼ完存

胎:石英・雲母・粗砂粒を含む

焼:良好

色 :(外)2.5YR6/6橙 ～5YR7/4にぶい橙

(内)5Y4/1灰

平底 外
　
　

内

底部回転糸切り

第4図

Tr 02

第 4図

銅銭

宋銭

直径 :  2.45

厚さ:  0。 12

重さ:  3.16g

名 :『元祐通宝』
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な

名
ミ
跡遺

り
収

ふ
所

コ  ー   ド 試掘 。事業

区域面積

(だ )

調 査 原 因
市 町 村 遺跡番号

羅 哲講

20203

266 確認調査

稀 笛笏 100 1,299.41 賃貸住宅建設

管鵡 蘇 76 4,070 創価学会上田平和会館建設

繁崖洛楽壁栞諭 造蘇I 52 7,740.88 店舗建設

葉爵 楽壁栞齢 撞蘇
(晋プ手督蘇)

5 2(440) 1,320 店舗建設

'〔

巖 碧蘇 64 1,282.62 駐車場建設

葉路 桑壁栞諭 造蘇Ⅱ 52 12,852.17 店舗建設

離 夢団 243 60,000 県営畑地帯総合土地改良事業

琶芥遭離  (望蒲碧蘇) 54 10,350 市道サ|1辺町国分線建設

鋪 笏 68 189,000 上田都市計画事業

報 告 書 抄 録
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